
気管支ぜん息・ＣＯＰＤ患者の日常生活の管理、指導に関する調査研究

②患者教育実践指導のための指導者育成システムの開発及び基盤整備

アレルギー専門患者指導のための指導者育成システムの開発および基盤整備に関する研究
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5点 4点 3点 2点 1点 平均点

2人 4人 0人 0人 0人 4.3

3人 3人 0人 0人 0人 4.5

個別評価平均 4.4

4人 2人 0人 0人 0人 4.7

・コメデイカルスタッフにアレルギーエデュケーターのグレードをベーシック、アドバンス、マス
ターにわけ、各々についての教育プログラムを作成した。すでにベーシックについてはe-
lerningを行っており、今後アドバンス、マスタークラスへの関与をすすめてゆく。

・PAEの養成からアドバンス・マスターの養成プログラムへと着実に進展がみられる点は充分に
評価できる。

・PAEの養成に役立つ可能性が大きい研究と思われる。

・PAEの育成は大変有意義である。それに向けてプログラムの作成などに尽力された点につい
ては評価したい。ただこの様なsystemが広く普及するためにはPAEの有資格者に何等かのメ
リットがないと難しいと思う。PAEを受け入れている施設にその点を依頼するとか、保険の点数
に加算される様、厚労省に働きかけるとか、学会を通じて協力を依頼したら如何であろう。PAE
のメリットが明らかになれば慢性疾患を取り扱う学会などにも普及し、Educatorを養成する様に
なり、日本の医療のレベルアップにつながると思うが如何であろう。

・PAEの育成に取り組んだ極めて発展的な研究である。指導者が、その知識、技能を継続的に
発揮できる環境、処遇に配慮することが、今後の課題と思う。

・今後はPAEが職域に於いて職能/職階などの面での正式の評価を獲得できるための一層の
バックアップ体制の構築が望まれる。

・高校生は自分の判断や勉学が多忙で通院をやめてしまう学生が多いと思われるが、学校で
生徒に接する保健体育の教師等を対象者として考えるのは難しいか検討してほしい。

・順調に研究課題が遂行されており、各々の課題も明らかにされてそれに沿って進行してい
る。このシステムを完成し世界の標準仕様にできないだろうか？ぜひ早期に国際的な雑誌に
投稿してほしい。

2.総合評価

(1)評価基準に沿った評価

(2)記述評価

分 野 （ ２ ）

申 請 課 題 名 ：

調査研究代表者氏名：

1.評価軸別の評価

大変優れている（5点）　優れている（4点）　普通（3点）　やや劣っている（2点）　劣っている（1点）

研 究 課 題 名 ：

(１) 研究成果目標（目的）の達成度

(２) 研究計画の妥当性



・アレルギー疾患の患者教育のためのエデュケーター養成を目標にこれまで一貫して努力を
重ねてそれなりの成果を挙げて来たことは評価したい。ここで新しいe-ラーニングプログラムを
開発することも重要であるが、同時に、まだ数は少ないかも知れないが、これまで育成したエ
デュケーターが、実際に臨床的・社会的にどのように役だっているのか、患者レベルから実証
することが望まれる。それらを実証した上で、次のステップ即ち現在の医療制度の中でこのよう
なシステムを普遍化して活用するためには、どのような方法が可能かをよく検討して欲しい。


